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 3回 生になつて1ヵ 月,5月11日 から1週 間 ・工場の栄養実習と して 鐘紡高野工場
へ行つた 。いつ もの7人 で工場の門 をくぐつた 。2回生の時 ・小学校,錦 華寮,学 生食堂 と
実習に行つたがやは り第1日 は緊張 した。 こ こ は主と して毛糸を製造 している所で,働
く人 も私達 より若 い女子工員がほ とん どであ り,又,昼 食と共に朝夕の食事 も行つている
ので,寮 生の私にとってこの二つの点か らとても興味深い実習 となつた 。
 鐘紡では昼食を全職員に,朝 夕食は寮に入つている女子工員に行つ ているので,朝9時
に私達が行 くと遅 番の食事中であつた 。9時 に実習が始 まる。永谷栄養士 に工場実習の注
意,説 明を聞 ぐ。鐘紡は集団給食を始 めたのは古 ぐ,戦 時中 もパ ソ焼 き器な どを使用 して
続けて来 た所で ・給食施設 も古 ぐ・現在の食堂 も昔は体育館だつたそ うであるが ・今 まで
実習 して来た所に比べて広 ぐ,と て も作業 しやすい様に思つた。実習 と しては今 までの実
習 と違い,毎 日午前,午 後3時 間程 かかつて工場給食 としての献立を作製 した 。調理実習
としては時間 は割 と短かかつたが,大 変忙 しぐr色hな 面で勉強になつた 。10時 頃から
私達はほ とん ど毎 日漬物を切つていた。ここでは御飯,汁 物,漬 物は食卓 上に置いて好き
なだけ食ぺる様になつ ている訳 だが,農 村出身者の多い女子工員の腸 こ・は割 と漬物に集ま
り,切h方 が うす いと評判が悪いそ うで,私 達 も普通の2倍 ぐらいの大 きさに切つていた。
11時 少 し前か ら,盛 り付けが始まる 。ここでは炊事場と配膳室が離れ ているのでs出 来
上つた食事は繭応食纏に入れ,車 に乗せ,配 膳室 まで引いて行 ぐ訳けである。これは女の
一一3-一
人 にとつでは相当 きつい仕事 であると思つた 。配膳室では出来 上つた料理 を4人 程 が1組
に左つて盛 り付けてゆ く。か血 は メラニン樹脂製で,副 食の 11!は3つ に区分けが してあ
る。それぞれに料理 を入れ ・箱に並べf くっみあげておく。1,000食 程の盛りっけを30分
位でやつて しま う。その忙 しさにはびつ くりしたが非常に能率的であつた 。ほ とん どの食
事 を盛 り付けてしまつて海 ぐわけである。こ うすると 混雑は しないが,暖 か い食事の時
に問題がある様に思つた 。夕食の場合 もこれ と同 じ作業をくり返すわけ である 。以上の外 ・
私達は 栄養士の勤務時間 が午前中だけ であるのは不思議に思つた 。
 鐘紡に実習に行つて ・職場に於け る集団給食 とい うことについて 大いに勉強になつた 。
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